
 

 

 

 

 

 

 

2020年５月11日 

各  位 

会  社  名 株 式 会 社 丸 和 運 輸 機 関 

代表者名 代表取締役社長     和 佐 見   勝 

 （ コード番号：9090 東証第一部 ） 

問合せ先 取締役常務執行役員総務統括本部長 

 兼総務本部長     河 田  和 美 

     （ ＴＥＬ 048-991-1000 ） 

 

中期経営計画の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2020年５月11日開催の取締役会において、2019年５月８日付で公表した中期経営計画の数値

目標を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．数値目標の修正内容 

 

第47期 

2020年３月期 

第48期 

2021年３月期 

第49期 

2022年３月期 

（実績） （当初計画） （修正後） （当初計画） （修正後） 

売上高（百万円） 98,348 115,000 100,000 130,000 115,000 

経常利益（百万円） 7,392 8,600 7,500 10,000 8,700 

経常利益率（％） 7.5 7.5 7.5 7.7 7.6 

ＲＯＥ（％） 19.5 19.5 19.6 19.7 19.7 

 

２．修正の理由 

当社は2020年３月期からの新中期経営計画を策定し、中期重点施策を中心とした事業計画の遂行に

取り組んでまいりました。 

しかしながら、世界的に感染が拡大している新型コロナウイルス感染症（COVID-19）により、外国

人観光客の減少、外出自粛による購買低下など、国内外経済も極めて厳しい状況が予想され、収束時

期の見通しもたたないことから、数値目標を上記のとおり修正することといたしました。 

なお、中期経営計画の施策に関しては、当初の計画どおり「３ＰＬ＆プラットフォームカンパニー」

をコンセプトとした「人材の確保及び育成」「先端技術の研究・活用」「新たな市場開発」に取り組む

とともに、ＥＣ物流事業、低温食品物流事業、ＢＣＰ物流事業を新型コロナウイルス感染症の終息後

の環境変化に対応するための３つのコア事業と位置づけながら、医薬・医療物流事業など従来の事業

も含めて、社会インフラとして、物流事業を通じたライフラインの確保に貢献してまいります。また、

現状の経営環境に適応すべく新たな施策を推し進めてまいります。 

 

（注）上記の計画は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以 上 

 


